
国交正常化周年　中国特集

海
　
口

島と大陸結ぶ交通の要衝
ビーチや文化遺産が充実

東
コ
ー
ス

アジア・フォーラム
恒久開催地で脚光

省
都
海
口
、〝
海
の
果
て
〟三
亜
、世
界
の
首
脳
が
集
う
ボ
ア
オ

常夏のアイランドリゾート中国海南省

三
　
亜国際級のリゾート整う

島最南端、第２の都市

西
コ
ー
ス

保
護
動
物「
タ
ー
ミ
ン
ジ
カ
」を
観
察

中
央
コ
ー
ス

島のシンボル五指山
登山、キャンプも

中国国家観光局駐日本代表処

島
一
周
の
高
速
鉄
道
開
業

島
内
の
移
動
が
便
利
に
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今
年
は
日
本
と
中
国
の
国
交
正
常
化

周
年
。
両
国
で
さ
ま

ざ
ま
な
記
念
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
中
国
で
は
多
く

の
日
本
人
観
光
客
を
呼
び
込
も
う
と
、
省
や
地
域
ご
と
の
Ｐ
Ｒ

活
動
も
盛
ん
だ
。
国
交
正
常
化

周
年
中
国
特
集
。
今
回
は

〝
常
夏
の
ア
イ
ラ
ン
ド
リ
ゾ
ー
ト
〟
海
南
省
を
取
り
上
げ
た
。

海南島の東に浮かぶリゾート島「分界洲」

博鰲（ボアオ）アジア・フォーラムの恒久開催地

　
海
南
島
を
一
周
す
る
高
速
鉄

道
「
海
南
島
環
島
高
鉄
」
が
２

０
１
５
年
に
開
通
。
島
内
の
移

動
が
一
層
便
利
に
な
っ
た
。

　
既
に
海
口
―
三
亜
間
の
東
ル

ー
ト
が
開
業
し
て
お
り
、
新
た

に
西
ル
ー
ト
も
開
業
し
た
も

の
。
高
速
鉄
道
の
環
状
線
は
世

界
初
と
い
う
。

　
最
大
時
速
２
０
０
㌔
で
、
同

区
間
が
東
ル
ー
ト
約
２
時
間
、

西
ル
ー
ト
約
２
時
間
半
。

　
海
口
市
か
ら
島
南
部
の
省
第

２
の
都
市
、
三
亜
市
ま
で
、

「
東
」
「
西
」
「
中
央
」
の
各

コ
ー
ス
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

　
東
回
り
の
コ
ー
ス
は
文
昌

市
、
瓊
海
（
け
い
か
い
）
市
、

万
寧
市
、
陵
水
リ
ー
族
自
治
県

を
経
由
。
そ
れ
ぞ
れ
に
見
ど
こ

ろ
が
あ
る
。

　
●
博
鰲
（
ボ
ア
オ
）
風

景
区

　
海
口
市
か
ら
車
で
２
時
間

半
。
瓊
海
市
に
あ
る
こ
の
風
景

区
は
、
万
泉
河
、
竜
滾
（
り
ゅ

う
こ
ん
）
河
、
九
曲
河
と
い
う

三
つ
の
川
が
合
流
す
る
場
所
。

　
小
さ
な
漁
村
だ
っ
た
が
、
２

０
０
１
年
、
ア
ジ
ア
と
豪
州
の

首
脳
が
参
加
す
る
国
際
会
議

「
ア
ジ
ア
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の

恒
久
開
催
地
と
な
り
、
一
躍
脚

光
を
浴
び
た
。
海
に
点
在
す
る

島
々
の
景
色
が
美
し
い
。

　
●
万
泉
河
渓
谷
急
流
下

り　
全
長
１
６
３
㌔
の
河
川
、
万

泉
河
の
中
・
上
流
で
急
流
下
り

が
楽
し
め
る
。

　
熱
帯
の
植
生
が
う
っ
そ
う
と

繁
る
自
然
の
中
で
、
ス
リ
ル
満

点
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
楽
し

め
る
。

　
●
興
隆
温
泉

　
万
寧
市
の
郊
外
に
あ
る
温
泉

地
。
温
泉
が
１
９
７
０
年
後
半

に
発
見
さ
れ
、
以
来
、
海
口
―

三
亜
間
の
休
憩
地
点
と
し
て
発

展
し
た
。

　

数
カ
所
あ
る
源
泉
は
温
度

約

度
。
ミ
ネ
ラ
ル
を
豊
富
に

含
み
、
皮
膚
病
や
関
節
炎
、
神

経
衰
弱
に
効
く
と
い
う
。

　
中
国
本
土
の
南
に
浮
か
ぶ
海

南
島
。
そ
の
全
て
の
領
域
が
海

南
省
で
、
１
９
８
８
年
、
広
東

省
か
ら
分
離
し
た
中
国
で
最
も

新
し
い
省
だ
。
省
発
足
と
同
時

に
経
済
特
区
、
２
０
１
０
年
に

は
「
国
際
観
光
島
」
に
指
定
さ

れ
て
い
る
。

　
海
口
市
は
海
南
省
の
省
都

で
、
人
口
約
２
０
０
万
人
。
島

の
最
北
部
に
あ
り
、
瓊
州
（
け

い
し
ゅ
う
）
海
峡
を
は
さ
ん
で

大
陸
が
す
ぐ
目
と
鼻
の
先
。
大

陸
と
島
を
結
ぶ
交
通
の
要
衝
と

し
て
古
く
か
ら
栄
え
た
。

　
亜
熱
帯
海
洋
気
候
に
属
し
、

四
季
が
あ
る
も
の
の
、
冬
も
平

均
気
温
約

度
と
過
ご
し
や
す

い
。
こ
こ
と
南
部
の
三
亜
市
を

拠
点
に
島
の
観
光
を
楽
し
む
の

も
よ
い
。

　
●
暇
日
海
灘
（
ホ
リ
デ

ー
ビ
ー
チ
）

　
市
の
中
心
地
近
く
に
あ
る
海

口
市
を
代
表
す
る
海
浜
リ
ゾ
ー

ト
。

　
長
さ
６
㌔
の
ビ
ー
チ
で
、
海

水
浴
や
、
各
種
の
マ
リ
ン
ス
ポ

ー
ツ
を
楽
し
め
る
。

　
●
五
公
祠

　
唐
と
宋
代
に
政
権
抗
争
に
敗

れ
、
海
南
島
へ
島
流
し
に
な
っ

た
５
人
の
高
官
を
ま
つ
る
祠
。

　
学
圃
堂
、
五
公
精
舎
な
ど
、

明
代
か
ら
の
古
い
建
築
群
が
あ

る
。

　
●
海
瑞
墓
園

　
海
口
市
出
身
で
、
明
代
の
著

名
な
政
治
家
、
海
瑞
（
１
５
１

４
～
１
５
８
７
年
）
の
墓
。
剛

直
で
権
威
に
お
も
ね
る
こ
と
な

く
、
「
海
春
天
」
（
清
廉
潔
白

な
官
吏
）
と
呼
ば
れ
た
。

　
海
口
市
郊
外
の
濱
涯
村
に
あ

り
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
。

　
●
火
山
口
公
園

　
海
口
市
中
心
か
ら

㌔
に
あ

る
面
積
１
０
８
平
方
㌔
の
広
大

な
公
園
。
数
回
の
噴
火
が
あ
っ

た
休
眠
火
山
群
。
域
内
に
数
十

の
火
山
口
、
溶
岩
流
の
痕
跡
が

点
在
し
て
い
る
。

　
２
０
０
４
年
、
国
の
国
家
地

質
公
園
（
ジ
オ
パ
ー
ク
）
に
指

定
さ
れ
た
。

　
●
東
寨
港
紅
樹
林
（
マ

ン
グ
ロ
ー
ブ
）
自
然
保
護

区　
海
口
市
中
心
か
ら

㌔
に
あ

る
中
国
初
の
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
保

護
区
。

　
海
岸
線

㌔
に
わ
た
り
保
護

区
が
延
々
と
続
く
。
観
光
客
は

小
舟
に
乗
り
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ

の
海
上
森
林
を
鑑
賞
で
き
る
。

亜
龍
湾
ビ
ー
チ

五指山

檳榔谷

　
海
口
か
ら
三
亜
ま
で
、
島
の

中
央
を
通
る
中
央
コ
ー
ス
は
、

屯
昌
県
、瓊
中（
け
い
ち
ゅ
う
）

リ
ー
族
ミ
ャ
オ
族
自
治
県
、
五

指
山
市
、
保
亭
リ
ー
族
ミ
ャ
オ

族
自
治
県
な
ど
を
巡
る
。

　
●
五
指
山

　
五
指
山
市
の
海
南
島
中
央
部

に
位
置
す
る
島
の
最
高
峰
で
シ

ン
ボ
ル
。
峰
が
の
こ
ぎ
り
状
に

切
り
立
ち
、
５
本
の
指
の
よ
う

に
見
え
る
こ
と
か
ら
こ
の
名
が

付
い
た
。
５
指
の
う
ち
、
人
差

し
指
に
当
た
る
峰
が
標
高
１
８

６
７
㍍
と
最
も
高
い
。

　
登
山
が
で
き
、
主
峰
西
側
の

谷
あ
い
で
キ
ャ
ン
プ
を
設
営
で

き
る
。

　
●
呀
諾
達
（
ヤ
ノ
ダ
）

雨
林
文
化
観
光
地

　
三
亜
市
中
心
か
ら
北
へ

㌔

の
保
亭
リ
ー
族
ミ
ャ
オ
族
自
治

県
に
あ
る
、
自
然
保
護
区
の
中

に
作
ら
れ
た
熱
帯
雨
林
公
園
。

　
珍
し
い
動
物
に
出
会
え
る
遊

歩
道
や
、
空
中
滑
空
な
ど
の
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
あ
る
。

　
●
檳
榔（
び
ん
ろ
う
）谷

　
三
亜
市
中
心
か
ら
北
へ

㌔

の
保
亭
リ
ー
族
ミ
ャ
オ
族
自
治

県
に
あ
る
、
リ
ー
族
、
ミ
ャ
オ

族
の
民
族
文
化
村
。

　
少
数
民
族
の
伝
統
的
な
建

物
、工
芸
、芸
能
を
楽
し
め
る
。

　
海
口
か
ら
三
亜
ま
で
、
島
の

西
側
を
回
る
西
コ
ー
ス
は
、
澄

遇
県
、
臨
高
県
、
儋
州
（
だ
ん

し
ゅ
う
）
市
、
昌
江
リ
ー
族
自

治
県
、
東
方
市
、
楽
東
リ
ー
族

自
治
県
な
ど
を
巡
る
。

　
●
東
坡
（
と
う
ば
）
書

院

　
儋
州
市
に
あ
る
北
宋
時
代
の

詩
人
で
政
治
家
の
蘇
東
坡
の
住

居
。
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
。

　
東
坡
が
書
い
た
詩
文
や
書
画

が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

　
●
大
田
坡
鹿
（
タ
ー
ミ

ン
ジ
カ
）
自
然
保
護
区

　
東
方
市
に
あ
る
、
敷
地
面
積

１
３
３
・
２
平
方
㍍
の
国
家
級

自
然
保
護
区
。
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト

パ
ン
ダ
、
コ
バ
ナ
テ
ン
グ
ザ
ル

と
と
も
に
、
国
家
１
級
保
護
動

物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
タ
ー
ミ

ン
ジ
カ
が
４
０
０
匹
余
り
い

る
。

　
展
望
塔
か
ら
鹿
の
群
れ
を
眺

め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
●
尖
峰
嶺
自
然
保
護
区

　
楽
東
リ
ー
族
自
治
県
に
あ

る
、
国
家
ク
ラ
ス
の
自
然
保
護

区
。

　
尖
峰
嶺
の
主
峰
、
標
高
１
４

１
２
㍍
か
ら
１
２
０
０
㍍
余
の

垂
直
分
布
帯
に
７
層
の
類
型
の

異
な
る
植
物
生
態
体
系
が
分
布

し
て
い
る
。

　
海
南
島
最
南
端
、
省
第
２
の

都
市
三
亜
市
は
、人
口

万
人
。

省
都
海
口
市
か
ら
島
内
を
循
環

す
る
高
速
鉄
道
で
約
２
時
間
。

海
口
が
亜
熱
帯
気
候
な
の
に
対

し
、
三
亜
は
熱
帯
海
洋
性
モ
ン

ス
ー
ン
気
候
に
属
し
、
年
間
平

均
気
温

・
２
度
、
冬
も

度

を
下
回
ら
な
い
常
夏
の
気
候

だ
。

　
市
内
に
は
国
際
級
の
ビ
ー
チ

リ
ゾ
ー
ト
が
整
っ
て
お
り
、
海

水
浴
や
各
種
の
マ
リ
ン
ス
ポ
ー

ツ
を
楽
し
め
る
。

　
●
亜
龍
湾
ビ
ー
チ

　
三
亜
市
中
心
か
ら
東
南
へ


㌔
に
あ
る
ビ
ー
チ
リ
ゾ
ー
ト
。

１
９
９
２
年
、
国
の
認
可
を
得

て
造
ら
れ
た
。
総
面
積

・
６

平
方
㌔
で
、海
水
浴
場
、別
荘
、

会
議
セ
ン
タ
ー
、高
級
ホ
テ
ル
、

レ
ジ
ャ
ー
村
、
ゴ
ル
フ
場
な
ど

を
備
え
る
。

　
全
長

㌔
の
弓
形
の
ビ
ー
チ

は
砂
が
白
く
、
海
の
透
明
度
も

抜
群
。

　
●
大
東
海
ビ
ー
チ

　
三
亜
市
中
心
か
ら
東
へ
３

㌔
。市
街
地
に
近
い
ビ
ー
チ
で
、

三
亜
で
最
も
早
く
か
ら
開
発
さ

れ
た
。

　
訪
れ
る
観
光
客
も
多
く
、
最

近
は
長
期
滞
在
の
外
国
人
に
人

気
と
い
う
。

　
●
天
涯
海
角
風
景
区

　
市
の
中
心
か
ら
北
西
の
海
岸

沿
い
に
あ
る
風
景
区
。

　
「
天
と
海
の
果
て
」
と
い
う

名
前
が
付
い
た
こ
の
場
所
は
、

海
岸
に
鎮
座
す
る
巨
石
に
「
天

涯
」
「
海
角
」
「
南
天
一
柱
」

「
海
判
南
天
」
な
ど
、
歴
代
の

文
人
墨
客
の
詩
文
が
刻
ま
れ
て

い
る
。

　
●
鹿
回
頭
山
頂
公
園

　
大
東
海
ビ
ー
チ
と
三
亜
湾
ビ

ー
チ
の
間
の
岬
に
小
高
い
山
が

そ
び
え
て
い
る
。
標
高
２
８
５

㍍
の
山
頂
は
公
園
と
し
て
整
備

さ
れ
、
三
亜
市
街
を
一
望
で
き

る
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
人
気
だ
。

　
こ
の
地
に
伝
わ
る
少
数
民
族

の
リ
ー
族
と
鹿
の
伝
説
に
ち
な

ん
だ「
鹿
回
頭
」の
彫
像
は
三
亜

の
シ
ン
ボ
ル
に
な
っ
て
い
る
。

　
●
南
山
文
化
観
光
地

　
三
亜
市
の
西
部
に
あ
る
国
家

５
Ａ
級
の
景
勝
地
。海
に
面
し
、

「
海
上
観
音
聖
像
」
「
不
二
法

門
」
「
南
山
寺
」
な
ど
の
見
ど

こ
ろ
が
あ
る
。

　
海
上
観
音
聖
像
は
海
上
の
小

島
に
立
つ
高
さ
１
０
８
㍍
の
巨

大
な
観
音
像
。


